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研究成果の概要（和文）：周術期の効率化を推進しながらも安全性を高めて重篤な有害事象を回避することは，
現代の術後管理の重要課題である。日本で十分に普及していないPACU(postanesthesia care unit: 麻酔後ケア
ユニット)で術後患者の全身状態を安定させることが、重篤な有害事象を減らすか否かを検証するために，本研
究では症例集積をおこなった。
PACUを運営する8施設と運営しない22施設での症例登録システムを構築し，術後管理の安全性を向上させる対策
としてのPACUの有用性を検証するためにこれまでの症例データを解析中である。また，今後もシステム運営と検
証を継続する。

研究成果の概要（英文）：In this research,an online registry system has been constructed to verify 
whether PACUs (posanesthesia care units) which are not widely established in Japan reduce 
postoperative serious adverse events or not.
Data reported from 8 hospitals with PACUs and 22 hospitals witout them are now being analyzed.

研究分野：麻酔科学

キーワード： PACU　postanesthesia care unit　麻酔後ケアユニット　術後管理　周術期管理　術後の重篤な有害事
象

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
PACU(postanesthesia care unit: 麻酔後ケアユニット)は周術期の効率化を推進しながらも安全性を高める可能
性があるが，その証明はされていない。本研究によりPACU(麻酔後ケアユニット)が重篤な有害事象を減らすと証
明されれば，日本での普及が加速し，術後患者の安全性が高まる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
日本の急性期病院では、急速に増加する手術件数に対応するために、より効率的な周術期の

管理体制が求められている。医療の進歩により速やかになった術後の回復は効率化に貢献して

いるが、これを過信して安全対策が不十分になると、術後患者に重篤な有害事象（15％ともさ
れる）が増えると指摘されており、周術期の効率化を推進しながらも術後管理の安全性を高め

ることは急務である。研究代表者は留学経験から、豪州では非常に効率的かつ安全な術後管理

体制が構築されていることを理解し、日本の術後管理体制を見直すための研究を行うなかで、

特に PACU(postanesthesia care unit: 麻酔後ケアユニット)の重要性に着目した。 
術後患者の全身状態を安定させて一般病棟へ橋渡しすることを目的とする PACUには、術後
患者の有害事象発生リスクをさげることが期待される。しかし本邦では、回復が速やかになっ

たことによりかつて術後回復室が減少した背景もあり、PACU の運営率と認識が著しく低い。
諸外国では ガイドラインで設置が標準とされており必要不可欠なものとして運営される
PACUだが、研究代表者らが本邦で初めて全国調査を行ったところ、PACUを有するのは 138
施設のうちわずか 12.3%であった。近年 PACU を新設した施設も少数見受けられる一方で、
PACUを有しない施設の 59.5%がその必要性を感じているにもかかわらず人的資源と場所の確
保を二大理由に PACU を運営できておらず、人手や場所を割いて PACU の開設に踏み切るに
は PACU の利点に関するエビデンスが必要とされていることが同全国調査により明らかとな
った。 

PACU 運営によって一般病棟での術後患者の急変が減るか否かを 3 施設で検討した研究代
表者らの論文では、PACUを運営しない施設では手術直後の院内救急コールが多い傾向があり、
PACU で患者を安定化させることが術後患者の急変や蘇生を減少させる可能性があった。しか
しながら、少数施設での症例解析には限界があった。 
本研究は、PACUの有用性を検証するには、多施設でのレジストリによる分析が不可欠であ
るという研究代表者のこれまでの研究成果に基づいて立案された。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、中規模レジストリで術後の重篤な有害事象に関するデータ集積を試験的に行うこ

とにより、PACUの設置が術後の重篤な有害事象を減少させるための対策となりうるかを検討
するための基礎データとするものである。 
 
 
３．研究の方法 
現状把握の手段として、当初は専用のレジストリシステムを自ら構築することを計画してい

たが、本研究が求めているレベルのデータを参加各施設から集めるのは困難であることが明ら

かになり、院内急変対応を要した患者の中から術後患者を抽出する方法に転換した。 

研究協力者である藤谷氏が立ち上げた RRS オンラインレジストリ（基盤研究 C 2012-14 年：

代表藤谷茂樹）はその後、日本集中治療医学会と日本臨床救急医学会の合同委員会である日本

院内救急検討委員会（https://www.ihecj.jp/）が運営している。旧レジストリは RRS 症例 6787

例で一旦閉じられた。そして平成 29 年 11 月に、ウツタイン方式で再編成された日本院内救急

検討委員会の新レジストリ（In-Hospital Emergency Registry in Japan： IHER-J）に本研究



の必要項目を併設するかたちで、本研究のレジストリを完成させた。このレジストリは大学病

院医療情報ネットワーク(UMIN)のインターネット医学研究データセンター(INDICE)で構築した。 

 

 

４．研究成果 

最終年度までに PACU を運営する 8施設と運営しない 22 施設での症例登録システムを構築す

ることができた。当初の計画とは異なり後方視的な検討とはなったが，術後管理の安全性を向

上させる対策としての PACU の有用性を検証するために症例データを解析中である。また，今

後もシステム運営を継続することで，術後の重篤な有害事象の現状を把握し続けられ、術後管

理の安全性を向上させる対策として PACU は有用なのか否かを前向き検討が実行可能である。 

また，本研究の進行過程の報告などの成果もあり，本邦では，医療事故への対策のひとつと

してこの 3年間で PACU を開設する施設が着実に増えている。 
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